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井
　
上

俊

ジ
ャ
：
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界

　
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
、
全
盛
期
の
シ
カ
ゴ
学
派
都
市
社
会
学
を
率
い
て
い
た
ロ
バ
ー
ト
・
E
・
パ
ー
ク
は
、

常
々
学
生
や
院
生
に
対
し
て
、
社
会
学
の
文
献
だ
け
で
な
く
、
シ
オ
ド
ア
・
ド
ラ
イ
サ
ー
や
シ
ン
ク
レ
ア
・
ル
イ
ス
な
ど
も
読
む
よ
う
に
勧

め
て
い
た
と
い
う
．
（
び
ぎ
曾
Φ
び
H
O
O
①
篇
Φ
㎝
）
。

　
ド
、
ラ
イ
サ
ー
の
処
女
長
編
『
シ
ス
タ
ー
・
キ
ャ
リ
ー
』
は
…
九
〇
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
が
、
版
元
の
ダ
ブ
ル
デ
イ
ー
ー
ペ
イ
ジ
社
が
不
熱
心

だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
評
判
に
な
る
こ
と
も
な
く
、
売
れ
行
き
も
き
わ
め
て
悪
か
っ
た
。
し
か
し
一
九
〇
七
年
に
ド
ッ
ジ
社
か

ら
再
刊
さ
れ
る
と
、
今
度
は
そ
う
悪
く
な
い
評
判
と
売
れ
行
き
を
示
し
た
。
そ
し
て
一
九
＝
年
、
ド
ラ
イ
サ
ー
の
第
二
作
『
ジ
ェ
ニ
～
・

ゲ
ル
ハ
ー
ト
輪
が
出
版
さ
れ
て
批
評
家
か
ら
も
好
評
を
博
す
と
、
そ
れ
に
つ
れ
て
『
シ
ス
タ
ー
・
キ
ャ
リ
ー
』
の
評
判
も
高
ま
り
、
パ
ー
ク

が
シ
カ
ゴ
大
学
で
講
義
を
は
じ
め
た
一
九
＝
二
年
頃
に
は
、
す
で
に
ア
メ
リ
カ
自
然
主
義
文
学
の
重
要
な
作
品
と
し
て
の
評
価
が
形
成
さ
れ

つ
つ
あ
っ
た
（
冨
一
け
。
げ
Φ
鮮
一
8
c
。
”
蚤
く
）
。
さ
ら
に
一
九
二
〇
年
代
に
入
る
と
、
シ
ン
ク
レ
ア
・
ル
イ
ス
の
『
メ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
』
（
一

『
シ
ス
タ
ー
・
キ
ャ
リ
ー
』
と
初
期
シ
カ
ゴ
学
派

一
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二

九
二
〇
）
や
『
バ
ビ
ッ
ト
』
（
一
九
二
二
）
、
ド
ラ
イ
サ
ー
の
『
ア
メ
リ
カ
の
悲
劇
』
（
一
九
二
五
）
な
ど
も
出
版
さ
れ
、
い
ず
れ
も
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
と
な
っ
て
広
く
読
ま
れ
た
。

　
一
九
〇
三
年
に
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰
っ
て
、
シ
カ
ゴ
大
学
で
教
職
に
つ
く
ま
で
の
間
、
パ
ー
ク
は
コ
ン
ゴ
改
革
協
会
（
O
o
昌
ひ
q
o
菊
駄
霞
ヨ

》
ω
ω
o
o
冨
け
δ
昌
）
の
活
動
に
か
か
わ
り
、
さ
ら
に
当
時
の
代
衷
的
な
黒
人
指
導
者
で
黒
人
教
育
事
業
の
推
進
者
、
ブ
ッ
カ
i
・
T
・
ワ
シ
ン

ト
ン
の
秘
書
兼
協
力
者
（
兼
．
潔
i
ス
ト
ラ
イ
タ
i
）
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
も
と
も
と
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
出
身
で
あ
る
。
…
八

八
七
年
に
ミ
シ
ガ
ン
大
学
を
卒
業
し
た
あ
と
、
ま
ず
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
に
出
て
、
こ
こ
の
『
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
紙
の
記
者
と
な
る
。
三
年
ほ
ど
勤

め
た
あ
と
、
「
野
心
的
な
新
聞
記
者
の
メ
ッ
カ
」
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
め
ざ
し
、
デ
ト
ロ
イ
ト
や
デ
ン
ヴ
ァ
ー
の
新
聞
社
を
経
て
、
一

八
九
二
年
に
は
ニ
ュ
1
ヨ
ー
ク
の
大
衆
紙
『
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
の
記
者
と
な
っ
て
警
察
関
係
を
担
当
し
、
同
時
に
ピ
ュ
リ
ッ
ツ

ア
ー
の
経
営
す
る
大
衆
紙
『
ワ
ー
ル
ド
』
の
日
曜
版
な
ど
に
も
寄
稿
す
る
よ
う
に
な
る
。
の
ち
に
ふ
れ
る
よ
う
に
、
一
八
九
四
年
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
出
て
き
た
ば
か
り
の
若
き
ド
ラ
イ
サ
ー
が
記
者
と
し
て
雇
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
、
こ
の
『
ワ
ー
ル
ド
』
紙
で
あ
る
。

　
「
野
心
的
な
新
聞
記
者
」
ら
し
く
、
パ
ー
ク
も
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
背
景
に
新
聞
記
者
を
主
人
公
と
し
た
小
説
を
書
き
、
ほ
か
に
戯
曲
な

ど
も
試
み
た
が
、
成
功
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
活
躍
で
き
る
記
者
生
命
が
き
わ
め
て
短
い
こ
と
を

悟
り
A
別
の
道
へ
の
転
身
も
考
え
て
、
ド
ラ
イ
サ
ー
と
ほ
ぼ
入
れ
違
い
に
こ
の
都
市
を
去
る
が
、
そ
の
後
も
デ
ト
ロ
イ
ト
や
シ
カ
ゴ
で
記
者

稼
業
を
続
け
、
一
八
九
七
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド
の
大
学
院
に
入
る
ま
で
、
パ
ー
ク
の
記
者
生
活
は
結
局
十
一
年
置
及
ん
だ
（
ζ
鉾
3
Φ
ミ
ρ

一
リ
ミ
…
。
。
－
ω
O
　
閃
雲
ω
ゴ
2
9
ω
『
闇
お
δ
”
H
甲
卜
。
G
。
）
。

　
こ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
で
の
経
験
、
と
り
お
け
、
都
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を
記
者
と
し
て
取
材
し
た
経
験
が
、
都
市
の
多
面
性

と
活
力
に
対
す
る
パ
ー
ク
の
認
識
を
深
め
、
ま
た
「
社
会
有
機
体
と
し
て
の
都
市
」
と
い
っ
た
考
え
を
育
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
の
ち
の
シ

カ
ゴ
学
派
都
市
社
会
学
の
展
開
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
観
点
を

さ
ら
に
拡
張
し
て
、
ロ
ル
フ
・
リ
ン
ド
ナ
ー
は
、
世
紀
転
換
期
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
新
聞
・
雑
誌
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
初
期
シ
カ
ゴ
学
派



と
の
密
接
な
つ
な
が
り
を
強
調
し
た
（
本
節
の
以
下
の
記
述
は
大
筋
に
お
い
て
ご
a
昌
Φ
び
6
㊤
O
に
従
う
）
。

　
リ
ン
ド
ナ
ー
に
よ
れ
ぽ
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
の
シ
カ
ゴ
学
派
都
市
社
会
学
が
扱
っ
た
対
象
の
ほ
と
ん
ど
は
、
十
九

世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
で
、
有
能
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
す
で
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
を
詳
細
に
跡
づ
け
な
が
ら
、
リ
ン
ド
ナ
ー
は
、
た
と
え
ば
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
リ
ー
ス
に
よ
る
ス
ラ
ム
の
リ
ポ
ー
ト
『
貧
乏
人
の
暮
ら

し
』
（
一
八
九
〇
）
、
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
ブ
リ
ソ
ト
［
ウ
ィ
ラ
ー
ド
］
の
『
浮
浪
者
と
と
も
に
』
（
一
八
九
九
）
、
　
ハ
ッ
チ
ン
ズ
・
ハ
プ
グ
ッ
ト
の

『
ゲ
ッ
ト
ー
の
精
神
』
（
一
九
〇
二
）
や
『
あ
る
泥
棒
の
自
伝
』
（
一
九
〇
三
）
、
リ
ソ
カ
ソ
・
ス
テ
フ
ァ
ン
ズ
の
『
都
市
の
恥
辱
』
（
一
九
〇

四
）
な
ど
を
代
表
的
な
例
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
書
き
下
ろ
し
で
は
な
く
、
薪
聞
や
雑
誌
の
連
載
記
事
な
ど
を
あ
と
で
本

に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
普
通
の
人
び
と
に
は
目
の
届
か
な
い
、
大
都
市
の
影
の
部
分
に
踏
み
込
ん
だ
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
は
、
当
時
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
呼
び
物
の
一
つ
で
あ
り
、
多
く
の
す
ぐ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
こ
の
領
域
に
か
か
わ
っ
て
い
た
。

　
さ
ら
に
リ
ン
ド
ナ
ー
は
、
扱
う
対
象
だ
け
で
な
く
、
そ
の
扱
い
方
や
調
査
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
に
お
い
て
も
、
シ
カ
ゴ
学
派
都
市
社
会
学

は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
開
発
し
た
方
法
を
受
け
継
い
で
い
る
と
い
う
。
当
時
活
躍
し
た
現
場
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
多
く
は
、
い
わ
ゆ
る

「
サ
ツ
ま
わ
り
」
の
記
者
（
層
。
膏
Φ
お
o
o
鴇
㊤
）
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
犯
罪
、
喧
嘩
、
火
災
、
事
故
、
自
殺
、
売
春
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
市

井
の
事
件
を
扱
う
。
記
者
時
代
の
パ
ー
ク
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
の
マ
ル
ペ
リ
ー
街
を
担
当
す
る
ポ
リ
ス
・
リ
ポ
ー

タ
ー
だ
っ
た
。
こ
こ
は
ス
ラ
ム
を
控
え
た
事
件
の
多
い
地
区
で
、
一
八
九
〇
年
代
の
は
じ
め
頃
は
、
前
記
の
リ
ー
ス
や
ス
テ
フ
ァ
ン
ズ
、
そ

れ
に
一
八
九
三
年
に
『
街
の
女
マ
ギ
ー
』
を
自
費
出
版
す
る
ス
テ
イ
ー
ヴ
ン
・
ク
レ
イ
ン
な
ど
、
戸
々
た
る
面
々
が
取
材
と
報
道
に
鏑
を
削

っ
て
い
た
。
の
ち
に
パ
ー
ク
は
、
「
と
に
か
く
現
場
へ
行
け
」
「
そ
こ
の
雰
囲
気
を
つ
か
め
」
「
人
び
と
と
知
り
合
い
に
な
れ
」
と
い
う
指
示

を
く
り
か
え
し
学
生
た
ち
に
与
え
た
と
い
う
が
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
記
者
時
代
に
身
に
沁
み
つ
い
た
実
践
的
な
教
訓
だ
っ
た
に
ち
が
い
な

い
。

　
の
ち
に
「
身
元
を
秘
し
た
参
与
観
察
」
　
（
0
8
8
巴
Φ
匙
。
黛
。
吋
鉱
。
帯
彗
け
。
σ
ω
興
く
蝕
。
昌
）
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
、
も

『
シ
ス
タ
ー
。
キ
ャ
リ
ー
』
と
初
期
シ
カ
ゴ
学
派

三
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四

と
も
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
で
ロ
ー
ル
・
リ
ポ
ー
テ
ィ
ソ
グ
（
『
巳
①
『
8
0
a
轟
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
一
八
九
〇
年
代

に
は
す
で
に
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
代
表
格
は
、
ネ
リ
ー
・
プ
ラ
イ
と
い
う
筆
名
で
知
ら
れ
た
女
性
記
者
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
コ
ク

ラ
ン
で
あ
る
。
彼
女
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
『
ワ
ー
ル
ド
』
の
記
者
と
し
て
、
ジ
ュ
ー
ル
・
ベ
ル
ヌ
の
『
八
十
日
間
世
界
一
周
』
に
挑
戦
、
七

十
二
日
六
時
間
十
一
分
で
旅
を
終
え
て
一
躍
有
名
に
な
っ
た
が
、
記
者
と
し
て
の
彼
女
の
本
領
は
む
し
ろ
、
そ
れ
ら
し
い
役
を
演
じ
て
さ
ま

ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
潜
入
す
る
ロ
ー
ル
・
リ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
仕
事
に
あ
っ
た
。
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
の
『
デ
ィ
ス
パ
ッ
チ
』
紙
を
経
て
　
八
八

七
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
出
て
き
た
コ
ク
ラ
ン
は
、
世
界
一
周
の
ほ
か
に
も
、
た
と
え
ば
被
害
妄
想
病
患
者
を
装
っ
て
悪
名
高
い
精
神
病
院

に
入
院
し
て
そ
の
内
情
を
記
事
に
し
た
り
、
犯
罪
者
を
装
っ
て
女
子
刑
務
所
に
潜
入
し
た
り
、
貧
し
い
病
人
の
ふ
り
を
し
て
困
窮
者
用
の
病

院
の
実
態
を
報
告
し
た
り
と
、
多
彩
な
活
躍
を
し
た
。
女
子
刑
務
所
の
場
合
も
そ
う
で
あ
る
が
、
彼
女
は
し
ぼ
し
ぼ
女
性
で
な
け
れ
ぽ
で
き

な
い
役
を
演
じ
、
デ
パ
ー
ト
の
売
り
子
（
ず
っ
と
の
ち
に
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ド
ノ
ヴ
ァ
ン
が
取
り
上
げ
る
門
セ
ー
ル
ス
レ
デ
ィ
」
）
や
住
み
込
み

の
メ
イ
ド
な
ど
の
生
活
や
労
働
条
件
に
つ
い
て
も
、
実
際
に
経
験
し
た
う
え
で
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
な
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
書
い
て
い
る
。

　
二
十
世
紀
に
入
る
と
、
「
大
都
市
の
生
活
に
対
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
関
心
は
政
治
的
な
性
格
を
帯
び
、
〈
マ
ッ
ク
レ
イ
キ
ン
グ
〉
の
形

を
と
っ
た
」
　
（
ピ
ぎ
号
Φ
郎
ら
Φ
①
”
躍
）
。
マ
ッ
ク
レ
イ
キ
ン
グ
（
ヨ
⊆
o
す
鋤
臨
二
α
q
）
と
い
う
の
は
、
政
治
や
経
済
に
か
か
わ
る
腐
敗
や
不
正
、

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
な
ど
を
「
事
実
に
基
づ
い
て
」
明
ら
か
に
し
て
い
く
批
判
的
・
暴
露
的
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
活
動
を
い
う
。
そ
の
主
要
な
舞

台
と
な
っ
た
の
は
、
「
十
セ
ン
ト
雑
誌
偏
と
呼
ば
れ
た
新
し
い
大
衆
雑
誌
、
つ
ま
り
従
来
の
『
ア
ト
ラ
ソ
テ
ィ
ッ
ク
』
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
隔

『
ス
ク
リ
ブ
ナ
ー
ズ
蜘
な
ど
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
ハ
イ
ブ
ロ
ウ
な
雑
誌
に
対
抗
し
て
生
ま
れ
て
き
た
『
マ
ク
ル
ア
ー
ズ
』
讐
ズ
モ
ポ
リ
タ

ソ
価
『
エ
ヴ
リ
ボ
デ
ィ
ー
ズ
輪
な
ど
の
大
衆
雑
誌
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
マ
ッ
ク
レ
イ
キ
ン
グ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
、
一
冤

も
っ
と
も
ら
し
い
見
せ
か
け
の
背
後
に
隠
さ
れ
た
暗
部
、
た
と
え
ぽ
警
察
や
司
法
関
係
者
の
腐
敗
、
大
企
業
の
無
法
、
誰
も
疑
わ
な
い
大
掛

り
な
闇
取
引
な
ど
が
次
々
と
暴
か
れ
て
い
く
。
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
社
の
歴
史
襯
を
噸
マ
ク
ル
ア
ー
ズ
蜘
に
連
載
し
た
あ
と
二
巻
本
と
し

て
出
版
し
た
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ア
イ
ダ
・
タ
ー
ベ
ル
、
岡
じ
く
『
マ
ク
ル
ア
ー
ズ
蜘
に
職
業
的
5
2
罪
者
た
ち
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に



基
づ
い
て
「
不
正
利
得
の
世
界
」
を
書
い
た
J
・
ブ
リ
ソ
ト
［
ウ
ィ
ラ
ー
ド
］
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
シ
カ
ゴ
を
は
じ
め
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
、

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
な
ど
、
大
都
市
の
政
治
腐
敗
を
「
都
市
の
恥
辱
」
と
し
て
暴
い
た
L
・
ス
テ
フ
ァ
ン
ズ
ら
が
こ
の
時

期
の
代
表
的
な
マ
ッ
ク
レ
イ
カ
ー
と
み
な
さ
れ
て
い
る
（
目
9
。
ヨ
野
狐
O
O
分
ω
8
駿
8
ω
狽
8
腿
）
。
な
お
、
コ
ン
ゴ
改
革
協
会
時
代
の
パ
ー
ク
も
、

『
エ
ヴ
リ
ボ
デ
ィ
ー
ズ
』
に
、
「
ビ
ジ
ネ
ス
す
る
王
様
」
（
一
九
〇
六
年
十
一
月
号
）
、
「
コ
ン
ゴ
を
め
ぐ
る
恐
ろ
し
い
話
」
（
同
年
十
二
月
号
）
、

「
コ
ン
ゴ
の
血
ま
み
れ
の
金
」
（
一
九
〇
七
年
一
月
号
）
な
ど
、
ベ
ル
ギ
ー
の
レ
オ
ポ
ル
ド
ニ
世
の
コ
ン
ゴ
支
配
を
告
発
す
る
マ
ッ
ク
レ
イ
キ

ン
グ
型
の
エ
ッ
セ
イ
を
童
目
い
て
い
る
（
い
《
ヨ
餌
P
H
O
O
O
。
　
雛
－
悼
ω
）
。

　
リ
ソ
ド
ナ
ー
に
よ
る
と
、
世
紀
転
換
期
の
ア
メ
リ
カ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
で
ポ
リ
ス
・
リ
ポ
ー
タ
ー
や
ロ
ー
ル
・
リ
ポ
ー
タ
ー
、

あ
る
い
は
マ
ッ
ク
レ
イ
カ
ー
た
ち
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
方
法
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
シ
カ
ゴ
学
派
都
市
社
会
学
に
お
い
て
も
引
き
継
が
れ
活
用

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
学
史
な
ど
で
は
、
こ
の
点
は
あ
ま
り
指
摘
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
人
類
学
の
方
法
を
採
り
入
れ
た
と
い

う
の
が
定
説
と
な
っ
て
き
た
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
パ
ー
ク
自
身
も
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
W
・
バ
ー
ジ
ェ
ス
と
の
共
著
『
都
市
』

（一

纉
�
ﾜ
）
の
冨
頭
に
置
か
れ
た
論
文
の
な
か
で
、
人
類
学
が
未
開
社
会
の
研
究
に
用
い
て
き
た
「
辛
抱
強
い
観
察
法
」
を
シ
カ
ゴ
の
リ

ト
ル
・
イ
タ
リ
ー
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
グ
リ
ニ
ッ
チ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
な
ど
の
研
究
に
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
大
の
成
果
を
挙
げ
う
る
、

と
い
う
意
味
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
（
鵠
空
蝉
し
d
霞
α
q
Φ
ω
ω
し
り
。
。
心
”
ω
）
。
こ
の
「
都
市
一
都
市
環
境
に
お
け
る
人
間
行
動
の
調
査
の
た
め

の
提
言
」
と
い
う
パ
ー
ク
の
論
文
は
、
も
と
も
と
一
九
一
五
年
に
『
ア
メ
リ
カ
社
会
学
雑
誌
』
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
人
類
学
に

ふ
れ
た
箇
所
は
初
出
時
に
は
な
く
、
『
都
市
』
へ
の
収
録
に
当
た
っ
て
書
き
加
え
ら
れ
た
文
章
で
あ
る
。
そ
し
て
『
都
市
』
が
出
版
さ
れ
た

一
九
二
五
年
置
い
え
ば
、
す
で
に
マ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
『
西
太
平
洋
の
遠
洋
航
海
者
た
ち
』
（
一
九
二
二
）
や
ラ
ド
ク
リ
フ
ー
ブ
ラ
ウ
ソ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
二
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の

『
ア
ン
ダ
マ
ン
諸
島
民
』
　
　
　
　
　
な
ど
も
出
版
さ
れ
、
人
類
学
の
参
与
観
察
法
の
評
価
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。

よ
う
な
事
情
を
考
え
る
と
、
パ
ー
ク
の
発
言
は
「
一
種
の
正
当
化
」
で
あ
り
、
実
際
に
は
世
紀
転
換
期
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
、

に
そ
こ
で
盛
ん
で
あ
っ
た
「
都
市
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
」
の
流
れ
か
ら
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
リ
ソ
ド
ナ
ー
は
結
論
し
て
い
る
。

『
シ
ス
タ
ー
・
キ
ャ
リ
ー
曝
と
初
期
シ
カ
ゴ
学
派

五

と
く
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も
ち
ろ
ん
、
リ
ン
ド
ナ
ー
の
意
図
は
シ
カ
ゴ
学
派
を
駈
価
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
よ
り
も
い
く
ぶ
ん
広
い
文
化
的
背

景
の
も
と
に
シ
カ
ゴ
学
派
を
置
い
て
み
る
、
と
い
う
の
が
彼
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
彼
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
焦
点
を
絞
っ
た
の

で
、
パ
ー
ク
が
学
生
た
ち
に
勧
め
た
と
い
う
ド
ラ
イ
サ
ー
や
ル
イ
ス
の
文
学
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
議
論
し
て
い
な
い
。
『
シ
ス
タ
ー
・
キ

ャ
リ
ー
』
も
『
メ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
』
も
、
ほ
ん
の
つ
い
で
に
言
及
す
る
と
い
っ
た
程
度
の
扱
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
リ
ン
ド
ナ
ー
自
身

も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
ド
ラ
イ
サ
ー
や
ル
イ
ス
を
含
む
ア
メ
リ
カ
自
然
主
義
文
学
の
発
展
と
は
密
接
に
関
連

し
て
い
た
。
ま
た
、
た
と
え
ば
ホ
ー
ボ
ー
の
よ
う
な
現
象
は
、
ジ
ャ
1
ナ
リ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ロ
ソ
ド
ソ
や
W
・
H
・
デ
イ

ヴ
ィ
ス
ら
の
文
学
者
に
よ
っ
て
も
好
ん
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
（
冒
巳
o
p
H
り
O
ご
U
磐
圃
①
ω
し
O
O
。
。
　
司
蝕
Φ
9
お
2
）
。
ネ
ル

ス
・
ア
ン
ダ
ソ
ン
の
『
ホ
ー
ボ
ー
輪
（
一
九
二
三
）
も
、
最
初
は
「
ホ
ボ
ヘ
ミ
ア
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
の
出
版
が
考
え
ら
れ
て
い
た
の
だ

が
、
シ
ン
ク
レ
ア
・
ル
イ
ス
に
同
名
の
短
編
小
説
（
一
九
一
七
）
が
あ
る
た
め
、
「
ホ
ー
ボ
ー
」
と
い
う
題
名
に
落
ち
着
い
た
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
か
ら
さ
ら
に
視
野
を
広
げ
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
含
む
広
い
意
味
で
の
文
学
あ

る
い
は
文
芸
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。
パ
ー
ク
自
身
、
た
と
え
ぽ
小
説
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
と
も
に
「
文
学
の
形

式
」
と
考
え
て
い
た
の
だ
か
ら
（
勺
碧
ぎ
H
逡
O
“
O
。
。
O
）
。

二
　
成
功
と
零
落
の
物
語

　
『
シ
ス
タ
ー
・
キ
ャ
リ
ー
』
は
ア
メ
リ
カ
自
然
・
王
義
文
学
の
代
表
的
な
作
品
の
一
つ
で
あ
る
と
同
時
に
、
B
・
H
・
ゲ
ル
フ
ァ
ソ
ト
が
論

じ
た
よ
う
に
（
O
⑦
蕾
乱
し
Φ
躍
”
臨
み
心
）
、
す
ぐ
れ
た
「
都
市
小
説
」
で
も
あ
る
。
そ
こ
に
は
ド
ラ
イ
サ
ー
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の

経
験
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
パ
…
ク
と
同
じ
く
、
ド
ラ
イ
サ
ー
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
出
発
し
、
作
家
と
し
て
生
活
が
安
定
す
る
ま
で
、

新
聞
記
者
、
雑
誌
編
集
者
と
し
て
長
ら
く
ジ
ャ
…
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
に
か
か
わ
っ
て
い
た
。
一
八
九
二
年
に
シ
カ
ゴ
の
『
デ
イ
リ
ー
・
グ
ロ

ー
ブ
輪
の
記
者
と
な
っ
た
の
を
皮
切
り
に
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
の
『
グ
ロ
ー
ブ
・
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
』
や
『
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
』
に
勤
め
、
さ
ら
に



ト
レ
ド
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
な
ど
の
新
聞
社
を
転
々
と
し
な
が
ら
、
一
八
九
四
年
十
一
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
辿
り
着
き
、

ピ
ュ
リ
ッ
ツ
ア
ー
の
『
ワ
ー
ル
ド
』
の
記
者
と
な
る
。
そ
の
頃
、
ド
ラ
イ
サ
ー
よ
り
も
七
歳
ほ
ど
年
長
で
、
五
年
ほ
ど
早
く
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
の
世
界
に
入
っ
て
い
た
パ
ー
ク
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
ほ
ぼ
入
れ
違
い
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
去
っ
て
い
た
。

　
記
者
時
代
に
、
大
都
市
の
こ
こ
か
し
こ
を
歩
き
回
り
、
明
暗
さ
ま
ざ
ま
の
出
来
事
を
取
材
し
、
多
く
の
都
市
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
書
い
た

ド
ラ
イ
サ
ー
の
初
め
て
の
長
編
小
説
『
シ
ス
タ
ー
・
キ
ャ
リ
ー
』
が
す
ぐ
れ
た
「
都
市
小
説
」
と
な
っ
た
の
は
、
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な

い
。
た
と
え
ぽ
、
こ
の
小
説
の
後
半
、
第
四
十
章
か
ら
四
十
一
章
に
か
け
て
、
「
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
路
面
電
車
の
ス
ト
ラ
イ
キ
偏
を
扱
っ
た

有
名
な
部
分
が
あ
る
。
従
業
員
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
対
し
て
会
社
側
は
失
業
者
を
雇
い
、
速
成
で
運
転
の
基
本
を
教
え
て
、
電
車
を
動
か
す
。

こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
一
八
九
五
年
一
月
に
実
際
に
起
こ
り
、
約
一
ヵ
月
間
続
い
た
。
村
山
淳
彦
の
訳
注
に
よ
る
と
、
「
ス
ト
ラ
イ
キ
の
描

写
に
は
、
ド
ラ
イ
サ
ー
が
当
時
記
者
を
し
て
い
た
『
ワ
ー
ル
ド
』
な
ど
の
新
聞
記
事
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
　
八
九
四
年
三
月
に
オ

ハ
イ
オ
州
ト
レ
ド
で
起
き
た
市
電
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ
い
て
、
ド
ラ
イ
サ
ー
が
、
ア
ー
サ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
の
経
営
す
る
新
聞
『
ト
レ
ド
・
ブ

レ
イ
ド
』
の
記
者
と
し
て
書
い
た
記
事
も
一
部
…
…
組
み
込
ま
れ
て
い
る
」
。
ま
た
第
四
十
五
章
の
、
ホ
ー
ム
レ
ス
た
ち
を
一
列
に
並
べ
て

そ
の
夜
の
宿
泊
代
を
街
頭
で
募
金
す
る
情
景
の
描
写
に
も
、
ド
ラ
イ
サ
ー
が
一
八
九
九
年
に
『
デ
モ
レ
ス
ツ
・
マ
ガ
ジ
ン
』
と
い
う
雑
誌
に

発
表
し
た
記
事
が
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
ド
ラ
イ
サ
ー
、
一
九
九
七
〔
下
］
、
四
七
三
、
四
七
七
頁
）
。

　
最
近
の
シ
グ
ネ
ッ
ト
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
版
に
「
序
文
」
を
寄
せ
た
R
・
リ
ン
ジ
マ
ン
も
、
『
シ
ス
タ
ー
・
キ
ャ
リ
ー
』
は
物
語
の
展
開
と
都

市
の
描
写
と
が
密
接
に
絡
み
合
っ
て
い
る
作
品
で
、
「
都
市
生
活
と
い
う
も
の
の
実
相
を
生
き
生
き
と
描
き
出
し
た
最
初
の
小
説
の
一
つ
」

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
い
ぎ
α
q
Φ
ヨ
雪
』
O
O
O
”
×
凶
く
）
。

　
物
語
は
、
中
西
部
の
田
舎
町
に
生
ま
れ
育
っ
た
十
八
歳
の
娘
が
、
「
謎
に
み
ち
た
都
会
の
偵
察
に
乗
り
出
し
つ
つ
、
は
る
か
な
謹
み
へ
か

け
上
る
と
い
う
、
何
か
は
っ
き
り
し
な
い
な
が
ら
と
て
つ
も
な
い
夢
を
抱
い
て
」
シ
カ
ゴ
に
出
て
く
る
と
こ
ろ
が
ら
は
じ
ま
る
。

『
シ
ス
タ
ー
・
キ
ャ
リ
ー
』
と
初
期
シ
カ
ゴ
学
派

七
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キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ミ
ー
バ
ー
は
、
シ
カ
ゴ
行
き
の
午
後
の
列
車
に
乗
り
込
ん
だ
。
そ
の
と
き
手
に
持
っ
て
い
た
も
の
と
い
え
ぽ
、
小

さ
な
ト
ラ
ン
ク
が
一
つ
、
人
造
ワ
ニ
革
製
の
安
物
の
手
提
げ
鞄
、
紙
袋
に
入
れ
た
小
さ
な
弁
当
、
黄
色
い
革
製
の
が
ま
口
、
そ
の
な
か

に
入
れ
た
切
符
、
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ン
通
り
に
住
む
姉
の
住
所
が
書
い
て
あ
る
紙
片
、
そ
れ
に
お
か
ね
が
四
ド
ル
、
そ
れ
だ
け
だ
っ

た
。
時
は
一
八
八
九
年
八
月
置
こ
と
。
年
齢
は
十
八
歳
。
頭
は
よ
い
が
、
内
気
で
、
無
知
と
若
さ
ゆ
え
の
幻
想
を
い
っ
ぽ
い
抱
え
て
い

た
（
ド
ラ
イ
サ
ー
、
一
九
九
七
［
上
］
、
＝
二
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ど

　
一
八
八
九
年
の
シ
カ
ゴ
は
、
前
代
未
聞
の
成
長
を
遂
げ
て
い
る
真
っ
最
中
で
、
若
い
娘
た
ち
さ
え
も
こ
の
よ
う
に
胸
躍
る
旅
に
出
て

や
っ
て
く
る
の
は
、
無
理
も
な
い
と
思
え
る
よ
う
な
都
市
だ
っ
た
。
稼
ぎ
に
あ
り
つ
け
る
可
能
性
に
あ
ふ
れ
て
い
て
、
ま
だ
ま
だ
発
展

　
　
　
　
　
う
わ
さ

中
だ
と
い
う
噂
は
遠
く
に
ま
で
広
が
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
が
ら
希
望
に
み
ち
た
人
び
と
や
希
望
を
失
っ
た
人

び
と
を
引
き
つ
け
る
巨
大
な
磁
石
に
な
っ
て
い
た
一
こ
れ
か
ら
運
だ
め
し
を
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
び
と
も
、
す
で
に
ど
こ

か
で
運
が
つ
き
て
み
じ
め
な
結
末
を
見
て
し
ま
っ
た
人
び
と
も
や
っ
て
き
た
（
ド
ラ
イ
サ
f
、
一
九
九
七
島
上
］
、
三
六
1
三
七
葺
）
。

　
当
時
の
シ
カ
ゴ
に
つ
い
て
ド
ラ
イ
サ
ー
は
「
人
口
五
十
万
を
超
え
る
都
市
偏
と
書
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
不
正
確
で
、
一
八
八
九
年
当
時

の
シ
カ
ゴ
は
す
で
に
百
万
都
市
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
次
ぐ
ア
メ
リ
カ
第
二
の
大
都
市
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
シ
カ
ゴ
に
出
て
き
た
キ

ャ
ロ
ラ
イ
ン
（
キ
ャ
リ
ー
）
は
、
姉
の
家
に
寄
宿
し
な
が
ら
仕
事
を
探
し
て
歩
き
ま
わ
る
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
。
よ
う
や
く
み

つ
け
た
靴
の
為
抜
き
の
仕
事
も
、
き
つ
い
流
れ
作
業
で
あ
る
う
え
に
週
給
四
ド
ル
五
十
セ
ン
ト
の
安
賃
金
。
姉
に
食
費
の
四
ド
ル
を
渡
す
と
、

手
許
に
は
五
〇
セ
ン
ト
し
か
残
ら
な
い
。
三
週
間
ほ
ど
働
く
が
、
熱
を
出
し
て
仕
事
を
休
み
、
そ
の
ま
ま
失
職
し
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
と
き
、

シ
カ
ゴ
へ
来
る
汽
車
の
な
か
で
知
り
合
っ
た
遊
び
人
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
、
ド
ル
ー
エ
と
再
会
し
、
た
ち
ま
ち
誘
惑
さ
れ
て
同
棲
す
る
こ
と
に

な
る
。



　
さ
ら
に
キ
ャ
リ
ー
は
、
ド
ル
ー
エ
の
友
入
ハ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
に
紹
介
さ
れ
、
こ
の
中
年
の
「
上
品
な
紳
士
」
に
心
惹
か
れ
る
。
ハ
ー
ス
ト

ウ
ッ
ド
は
、
シ
カ
ゴ
の
名
士
た
ち
が
集
ま
る
有
名
な
バ
ー
の
支
配
人
で
、
彼
自
身
「
と
て
も
成
功
し
た
名
士
」
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
「
い

か
に
も
そ
れ
ら
し
い
人
物
偏
に
み
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
ぶ
く

　
四
十
歳
に
も
う
す
ぐ
手
が
届
く
年
齢
に
加
え
て
、
均
整
が
と
れ
て
恰
幅
の
よ
い
体
格
で
、
も
の
お
じ
し
な
い
態
度
、
堅
実
で
安
定
し

た
雰
囲
気
を
た
だ
よ
わ
せ
て
い
る
。
そ
の
雰
囲
気
は
あ
る
程
度
、
立
派
な
服
や
清
潔
な
シ
ャ
ツ
や
貴
金
属
を
身
に
つ
け
て
い
る
せ
い
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
も
の

か
も
し
だ
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
る
が
、
何
よ
り
も
ま
ず
有
力
者
と
し
て
の
自
信
の
賜
物
だ
っ
た
（
ド
ラ
イ
サ
ー
、
一
九
九
七
［
上
］
、
八

六
頁
）
。

　
ハ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
に
は
妻
と
息
子
と
娘
が
い
て
、
表
面
的
に
は
平
穏
に
暮
ら
し
て
い
る
が
、
そ
の
家
庭
生
活
は
決
し
て
幸
福
な
も
の
と
は

い
え
な
い
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
ハ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
も
ま
た
キ
ャ
リ
ー
に
惹
か
れ
る
。
そ
し
て
、
あ
る
夜
、
ハ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
の
店
の
出

納
係
が
金
庫
の
鍵
を
か
け
忘
れ
る
と
い
う
出
来
事
が
あ
り
、
ハ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
は
迷
い
な
が
ら
も
金
庫
の
金
を
持
ち
出
し
、
ド
ル
ー
エ
が
怪

我
を
し
た
と
嘘
を
つ
い
て
キ
ャ
リ
ー
を
連
れ
出
し
、
そ
の
ま
ま
駆
け
落
ち
し
て
し
ま
う
。
二
人
は
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
を
経
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
落
ち
着
ぎ
、
ハ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
は
再
び
バ
ー
の
経
営
に
か
か
わ
っ
て
一
旗
あ
げ
よ
う
と
す
る
が
う
ま
く
い
か
ず
、
し
だ
い
に
零
落
し
て
い

く
。
シ
カ
ゴ
で
は
「
名
士
」
と
さ
れ
て
い
た
ハ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
だ
が
、
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
大
海
で
は
、
と
る
に
た
ら
ぬ
一
滴
の
水

に
す
ぎ
な
い
」
。

　
ハ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
が
バ
ー
の
経
営
に
失
敗
し
、
蓄
え
も
底
を
つ
い
て
き
た
た
め
、
キ
ャ
リ
ー
は
カ
ジ
ノ
座
の
コ
ー
ラ
ス
ガ
ー
ル
の
仕
事
を

み
つ
け
、
週
給
十
ニ
ド
ル
で
働
き
は
じ
め
る
が
、
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
女
優
と
し
て
芽
が
出
て
く
る
。
一
年
も
経
た
な
い
う
ち
に

給
料
も
三
十
五
ド
ル
と
な
り
、
失
職
し
て
家
で
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
る
だ
け
の
ハ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
を
捨
て
、
コ
ー
ラ
ス
ガ
ー
ル
仲
間
の
友
人
ロ

『
シ
ス
タ
ー
・
キ
ャ
リ
ー
』
と
初
期
シ
カ
ゴ
学
派

九
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ー
ラ
と
二
入
で
部
屋
を
借
り
る
こ
と
に
す
る
。

一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
い
し
よ
う

　
出
て
い
く
こ
と
に
決
め
た
そ
の
夜
に
目
に
し
た
ハ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
は
、
甲
斐
性
の
な
い
意
気
地
な
し
と
い
う
よ
り
も
、
運
に
見
放
さ

れ
て
打
ち
の
め
さ
れ
て
い
る
だ
け
の
よ
う
に
見
え
た
。
目
に
は
鋭
さ
が
な
く
、
顔
に
は
し
み
が
浮
き
、
手
は
弱
よ
わ
し
い
。
髪
に
は
ち

ょ
っ
と
白
い
も
の
が
見
え
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
捨
て
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
も
知
ら
な
い
で
、
揺
り
椅
子
に
座
っ
て
新
聞
を
読

ん
で
い
る
。
そ
の
姿
を
キ
ャ
リ
ー
は
盗
み
見
て
い
た
。
…
…
結
局
こ
の
入
が
悪
い
わ
け
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
シ
カ
ゴ
で
は
羽

振
り
が
よ
か
っ
た
の
に
。
キ
ャ
リ
ー
は
、
公
園
で
逢
い
引
き
を
し
た
日
々
の
ハ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
の
立
派
な
風
采
を
思
い
出
し
た
。
あ
の

頃
の
こ
の
人
は
、
と
て
も
陽
気
で
、
と
て
も
清
潔
だ
っ
た
。
そ
れ
が
こ
の
あ
り
さ
ま
に
な
っ
た
の
は
、
何
も
か
も
こ
の
人
の
罪
な
の
か

し
ら
（
ド
ラ
イ
サ
ー
、
一
九
九
七
［
下
］
、
三
三
一
－
三
二
頁
）
。

　
キ
ャ
リ
ー
に
捨
て
ら
れ
て
か
ら
ハ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
は
ま
す
ま
す
落
ち
ぶ
れ
、
つ
い
に
は
物
乞
い
で
食
い
つ
な
ぐ
と
こ
ろ
ま
で
追
い
込
ま
れ

る
。
一
方
キ
ャ
リ
…
は
、
軽
演
劇
の
女
優
と
し
て
人
気
を
博
し
、
ロ
ン
ド
ン
公
演
を
も
成
功
裡
に
終
え
て
、
今
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
高
級
ホ

テ
ル
、
ウ
ォ
ル
ド
ー
フ
・
ア
ス
ト
リ
ア
で
暮
ら
す
身
分
に
な
っ
て
い
る
。

　
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
三
十
九
丁
目
に
は
、
白
熱
灯
に
照
ら
し
出
さ
れ
て
キ
ャ
リ
ー
の
名
前
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
た
。
そ
の
看
板
に

は
「
キ
ャ
リ
ー
・
マ
デ
ン
ダ
と
カ
ジ
ノ
座
劇
団
」
と
書
い
て
あ
る
。
こ
の
光
線
を
受
け
て
、
融
け
か
け
た
雪
の
積
も
っ
て
い
る
歩
道
は
、

隅
ず
み
ま
で
光
っ
て
い
た
。
あ
ま
り
の
明
る
さ
に
、
ハ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
の
目
が
引
か
れ
た
。
見
上
げ
る
と
、
金
縁
の
大
き
な
掲
示
板
に
、

キ
ャ
リ
ー
の
等
身
大
の
み
ご
と
な
石
版
肖
像
画
が
貼
っ
て
あ
っ
た
。

　
ハ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
は
｝
瞬
そ
れ
を
見
つ
め
た
。
鼻
水
を
す
す
り
、
あ
た
か
も
何
か
に
く
す
ぐ
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
片
方
の
肩
を



引
き
つ
ら
せ
た
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
も
落
ち
ぶ
れ
て
い
た
の
で
、
ほ
ん
と
う
は
頭
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
よ
う
や
く
キ
ャ
リ
ー
に
話
し
か
け
る
よ
う
に
言
っ
た
。
「
お
ま
え
か
。
お
れ
で
は
も
の
足
り
な
か
っ
た
の
か
、
ふ
ん
！
」

1
、
一
九
九
七
〔
下
］
、
四
三
九
頁
）
。

（
ド
ラ
イ
サ

　
こ
の
数
日
後
、
ハ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
は
、
一
泊
十
五
セ
ン
ト
の
安
宿
の
一
室
で
ガ
ス
自
殺
を
と
げ
る
。
キ
ャ
リ
ー
の
成
功
と
ハ
ー
ス
ト
ウ
ッ

ド
の
零
落
と
を
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
ド
ラ
イ
サ
ー
は
、
都
市
を
そ
う
い
う
人
生
の
浮
沈
の
場
、
社
会
的
上
昇
と
下
降
が
交
錯
す
る
空
間
と
し

て
描
き
出
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
の
ち
に
階
層
間
の
上
昇
移
動
と
下
降
移
動
を
含
む
「
社
会
移
動
」
（
ω
O
O
画
一
ヨ
O
σ
凶
一
蓋
《
）
の
概
念
と
し
て
、

P
・
A
・
ソ
ロ
ー
キ
ン
ら
に
よ
っ
て
社
会
学
的
に
洗
練
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
社
会
移
動
の
舞
台
と
し
て
の
都
市
、
成
功
と
零
落
の

物
語
が
交
錯
し
展
開
す
る
場
と
し
て
の
都
市
と
い
う
視
点
は
、
た
と
え
ぽ
『
ホ
ー
ボ
ー
』
（
N
・
ア
ン
ダ
ソ
ン
、
一
九
二
三
）
や
『
ゲ
ッ
ト

ー
』
（
L
・
ワ
ー
ス
、
一
九
二
八
）
、
『
ゴ
ー
ル
ド
・
コ
ー
ス
ト
と
ス
ラ
ム
』
（
H
・
ゾ
ー
ボ
ー
、
一
九
二
九
）
、
『
ジ
ャ
ッ
ク
・
ロ
ー
ラ
ー
』

（
C
・
シ
ョ
ウ
、
「
九
三
〇
）
、
『
タ
ク
シ
ー
・
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
』
（
P
・
ク
レ
ッ
シ
ー
、
「
九
烹
二
）
な
ど
、
多
く
の
初
期
シ
カ
ゴ
学
派
の
モ

ノ
グ
ラ
フ
に
お
い
て
も
、
い
わ
ぽ
暗
黙
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
と
し
て
ほ
ぼ
共
有
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
三
　
消
費
文
化
の
光
と
影

　
『
シ
ス
タ
ー
・
キ
ャ
リ
ー
』
は
ま
た
、
大
都
市
に
お
い
て
当
時
発
展
し
は
じ
め
て
い
た
「
消
費
文
化
」
の
姿
を
先
駆
的
に
、
し
か
も
鮮
や

か
に
と
ら
え
た
作
品
と
し
て
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
た
と
え
ぽ
、
消
費
文
化
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
デ
パ
ー
ト
と
い
う
装
置
は
「
当
時
、
経
常
が
波
に
乗
り
は
じ
め
た
」
頃
で
、

「
地
味
な
商
売
と
い
う
原
理
か
ら
こ
ん
な
華
や
か
な
現
象
が
生
じ
る
と
は
、
こ
の
当
時
ま
で
世
界
に
類
を
見
な
か
っ
た
こ
と
」
で
あ
っ
た

（
ド
ラ
イ
サ
ー
、
～
九
九
七
［
上
〕
、
四
七
1
四
八
頁
）
。
シ
カ
ゴ
に
来
て
間
も
な
く
、
求
職
の
た
め
に
デ
パ
ー
ト
を
訪
れ
た
キ
ャ
リ
ー
は
、

　
　
　
　
『
シ
ス
タ
ー
・
キ
ャ
リ
ー
』
と
初
期
シ
カ
ゴ
学
派
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
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一
二

就
職
に
は
失
敗
す
る
が
、
そ
の
華
や
か
さ
に
す
っ
か
り
心
を
奪
わ
れ
る
。

　
カ
ウ
ン
タ
ー
そ
れ
ぞ
れ
に
、
目
も
く
ら
む
ほ
ど
の
晶
物
が
、
魅
力
た
っ
ぷ
り
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
装
身
具
や
貴
金
属
一
つ
ひ
と
つ

に
、
ど
う
し
ょ
う
も
な
く
心
を
奪
わ
れ
た
が
、
立
ち
止
ま
り
は
し
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
あ
た
し
に
使
え
な
い
も
の
は
一
つ
も
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
つ
な
い
ば

i
欲
し
い
も
の
ぽ
か
り
だ
。
あ
の
可
愛
ら
し
い
室
内
履
き
や
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
、
優
美
な
襲
飾
り
の
つ
い
た
ス
カ
ー
ト
や
ペ
チ
コ
ー
ト
、

　
　
　
　
　
　
　
　
く
し

レ
ー
ス
に
リ
ボ
γ
に
櫛
に
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
。
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
欲
望
を
か
き
立
て
て
く
れ
る
が
、
ど
れ
一
つ
と
し
て
自
分
に
買

え
る
よ
う
な
品
で
は
な
い
。
そ
の
事
実
が
痛
い
ほ
ど
わ
か
っ
た
。
あ
た
し
は
仕
事
を
探
し
に
き
た
人
聞
だ
。
職
も
な
い
よ
う
な
除
け
者

だ
。
並
み
の
従
業
員
だ
っ
て
、
あ
た
し
を
　
目
見
れ
ぽ
、
貧
乏
で
、
勤
め
口
を
探
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
（
ド
ラ
イ
サ
ー
、

一
九
九
七
［
上
］
、
四
九
頁
）
。

し
ぼ
ら
く
し
て
、
キ
ャ
リ
ー
は
ド
ル
ー
エ
に
貰
っ
た
二
十
ド
ル
を
持
っ
て
同
じ
デ
パ
ー
ト
に
行
く
。

　
前
に
こ
の
店
に
は
じ
め
て
入
っ
た
と
き
か
ら
、
そ
の
す
ぼ
ら
し
さ
を
高
く
買
っ
て
い
た
。
前
回
は
急
ぎ
足
で
通
り
過
ぎ
る
だ
け
だ
っ

た
美
し
い
品
物
を
、
今
度
は
一
つ
ひ
と
つ
じ
っ
く
り
と
見
て
歩
い
た
。
そ
れ
が
欲
し
さ
に
女
心
が
熱
く
な
る
。
こ
れ
を
着
た
ら
ど
う
い

う
翼
合
だ
ろ
う
か
。
あ
れ
を
身
に
つ
け
れ
ば
ど
ん
な
に
可
愛
ら
し
く
な
る
こ
と
か
！
　
…
…
決
心
さ
え
す
れ
ぽ
、
こ
の
な
か
か
ら
一
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
り
ど

す
ぐ
に
で
も
買
え
る
ん
だ
。
宝
石
売
り
場
で
も
時
間
を
か
け
た
。
イ
ヤ
リ
ン
グ
、
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
、
襟
留
め
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
。
こ
う
い

う
も
の
が
全
部
買
え
た
ら
、
何
を
あ
げ
て
も
い
い
わ
！
　
こ
う
い
う
も
の
を
少
し
で
も
身
に
つ
け
る
こ
と
さ
え
で
き
た
ら
、
あ
た
し
だ

っ
て
す
て
き
に
見
え
る
は
ず
よ
（
ド
ラ
イ
サ
ー
、
一
九
九
七
［
上
］
、
…
三
〇
1
三
一
頁
）
。



　
さ
ら
に
し
ぼ
ら
く
す
る
と
、

よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

ド
ル
ー
エ
と
岡
棲
し
た
キ
ャ
リ
ー
は
流
行
の
衣
服
や
化
粧
品
を
買
い
整
え
、
実
際
に
「
す
て
き
に
見
え
る
」

　
ド
ル
ー
エ
は
キ
ャ
リ
ー
を
あ
ま
り
独
り
ぽ
っ
ち
に
し
て
お
か
な
か
っ
た
。
キ
ャ
リ
ー
が
　
人
で
ぶ
ら
つ
く
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、

だ
い
た
い
は
ド
ル
ー
エ
が
観
光
に
引
っ
張
り
ま
わ
し
た
。
カ
ー
ソ
ン
・
ビ
リ
ー
洋
服
店
で
結
構
な
ス
カ
ー
ト
と
ブ
ラ
ウ
ス
を
買
っ
て
く

れ
た
。
ド
ル
ー
エ
が
出
し
て
く
れ
た
お
か
ね
で
化
粧
品
も
多
少
買
い
そ
ろ
え
、
し
ま
い
に
は
別
の
娘
か
と
見
違
え
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。

鏡
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、
ず
っ
と
前
か
ら
思
っ
て
い
た
こ
と
が
確
信
で
き
た
。
そ
う
よ
、
あ
た
し
は
き
れ
い
な
ん
だ
、
ほ
ん
と
に
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

帽
子
も
ち
ゃ
ん
と
き
ま
っ
て
い
る
し
、
目
も
き
れ
い
じ
ゃ
な
い
P
　
赤
く
塗
っ
た
小
さ
な
唇
を
軽
く
噛
ん
で
、
自
分
の
魅
力
を
は
じ
め

て
確
認
す
る
興
奮
を
覚
え
た
。
ド
ル
ー
エ
は
な
ん
て
い
い
人
な
ん
で
し
ょ
う
（
ド
ラ
イ
サ
ー
、
｝
九
九
七
［
上
］
、
一
四
八
頁
）
。

　
ド
ラ
イ
サ
ー
は
こ
こ
で
、
ド
ル
ー
エ
の
誘
惑
が
実
は
都
市
の
誘
惑
で
あ
り
、
消
費
文
化
の
誘
惑
で
あ
る
こ
と
を
的
確
に
描
い
て
い
る
。
キ

ャ
リ
ー
が
ド
ル
ー
エ
の
誘
惑
に
比
較
的
簡
単
に
屈
し
て
し
ま
う
の
は
、
ド
ル
ー
工
自
身
の
魅
力
に
よ
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
ド
ル
ー
エ
の

背
後
に
輝
く
都
市
の
魅
惑
、
消
費
文
化
の
魅
力
に
よ
る
の
で
あ
る
。
キ
ャ
リ
ー
は
ド
ル
ー
エ
を
通
じ
て
都
市
的
な
消
費
文
化
に
接
近
し
、
ま

た
そ
の
扱
い
方
を
学
ん
で
い
く
。
そ
れ
は
「
富
が
ま
と
う
皮
相
の
姿
隔
に
つ
い
て
の
学
習
で
あ
り
、
キ
ャ
リ
ー
は
「
覚
え
の
早
い
生
徒
偏
で

あ
っ
た
。　

あ
る
品
物
を
見
る
と
す
ぐ
に
、
そ
れ
を
う
ま
く
も
の
に
で
き
た
ら
自
分
は
ど
う
見
え
る
よ
う
に
な
る
か
と
考
え
は
じ
め
る
。
言
う
ま

で
も
な
く
こ
れ
は
、
高
尚
な
反
応
で
は
な
い
し
、
分
別
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
。
立
派
な
精
神
を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
は
、
こ
ん
な
こ

と
で
心
を
悩
ま
せ
ば
し
な
い
。
だ
が
反
対
に
、
き
わ
め
て
低
級
な
精
神
の
持
ち
主
も
、
こ
ん
な
こ
と
で
心
を
動
か
さ
れ
は
し
な
い
の
だ
。

　
　
『
シ
ス
タ
ー
・
キ
ャ
リ
ー
』
と
初
期
シ
カ
ゴ
学
派
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
三



哲
学
研
究
　
第
五
百
七
十
二
号

キ
ャ
リ
ー
に
と
っ
て
き
れ
い
な
衣
服
は
、
し
た
た
か
な
説
得
力
を
そ
な
え
て
い
た
。
衣
服
は
甘
い
言
葉
で
、

　
　
き
　
べ
ん

う
な
誰
弁
を
弄
し
て
、
自
己
主
張
す
る
。
そ
の
訴
え
る
言
葉
が
耳
に
届
く
と
こ
ろ
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、

に
聞
き
入
る
。
無
生
物
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
声
！
（
ド
ラ
イ
サ
i
、
一
九
九
七
［
上
］
、
　
八
八
頁
）
。

～
四

ま
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
よ

内
な
る
欲
望
が
そ
の
言
葉

　
こ
の
よ
う
に
し
て
キ
ャ
リ
ー
は
消
費
文
化
の
魅
惑
に
と
ら
え
ら
れ
、
そ
の
記
号
的
世
界
に
捲
き
込
ま
れ
て
い
く
。
そ
の
へ
ん
の
描
写
な
ど

も
含
め
て
、
レ
イ
テ
ェ
ル
・
ボ
ウ
ル
ビ
ー
や
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
マ
イ
ケ
ル
ズ
ら
は
、
資
本
主
義
の
変
容
（
消
費
資
本
主
義
の
登
場
）
に
対
応
し

て
い
わ
ぽ
ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
風
の
世
界
の
到
来
を
予
告
し
た
作
品
と
し
て
『
シ
ス
タ
ー
・
キ
ャ
リ
ー
』
を
と
ら
え
た
（
し
d
o
乱
ぴ
ざ
一
⑩
。
。
0
”
器
－

①
努
ζ
凶
9
効
色
ρ
H
O
。
。
刈
“
ω
㍗
α
。
。
）
。

　
キ
ャ
リ
ー
の
対
極
に
は
、
消
費
文
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
批
判
的
な
青
年
、
エ
イ
ム
ズ
も
登
場
す
る
。
エ
イ
ム
ズ
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
キ

ャ
リ
ー
が
住
ん
だ
ア
パ
ー
ト
の
隣
人
、
ヴ
ァ
ソ
ス
夫
人
の
い
と
こ
で
あ
る
が
、
ヴ
ァ
ン
ス
夫
入
が
キ
ャ
リ
ー
に
と
っ
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル

な
着
こ
な
し
や
身
ご
な
し
の
指
南
役
で
あ
る
の
に
対
し
、
む
し
ろ
消
費
文
化
へ
の
批
判
者
と
し
て
の
役
割
を
演
じ
る
。
ヴ
ァ
ン
ス
夫
妻
か
ら

食
事
と
観
劇
を
誘
わ
れ
た
と
き
、
キ
ャ
リ
ー
は
は
じ
め
て
こ
の
青
年
に
会
う
。
四
人
い
っ
し
ょ
に
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
し
な
が
ら
エ

イ
ム
ズ
は
、
豪
奢
な
食
事
に
大
金
を
費
や
す
人
た
ち
を
批
判
し
て
、
「
あ
の
連
中
の
払
う
金
額
と
言
っ
た
ら
、
こ
ん
な
も
の
の
本
当
の
値
打

ち
を
は
る
か
に
超
え
て
い
ま
す
よ
。
見
せ
び
ら
か
し
て
い
る
ん
で
す
」
と
い
い
、
ま
た
そ
う
い
う
浪
費
は
「
人
指
の
幸
福
」
と
は
関
係
が
な

い
と
い
っ
て
キ
ャ
リ
ー
を
驚
か
せ
る
（
ド
ラ
イ
サ
i
、
｝
九
九
七
［
下
］
、
＝
｝
九
一
三
四
頁
）
。

　
エ
イ
ム
ズ
は
、
こ
こ
で
「
誇
示
的
消
費
」
（
o
§
ω
営
2
0
器
8
器
⊆
雪
曇
一
8
）
を
批
判
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
エ
イ
ム
ズ
の
発
蓄
に
対

し
て
ヴ
ァ
ソ
ス
夫
人
は
「
持
っ
て
い
る
の
な
ら
、
使
っ
て
悪
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
思
う
わ
」
と
い
い
、
ヴ
ァ
ン
ス
氏
は
「
だ
れ
の
害
に

も
な
ら
な
い
さ
扁
と
い
う
。
「
誇
示
的
消
費
」
と
い
う
概
念
を
有
名
に
し
た
ソ
ー
ス
タ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ブ
レ
ソ
の
『
有
閑
階
級
の
理
論
』
は

『
シ
ス
タ
ー
・
キ
ャ
リ
ー
』
の
前
年
、
｝
八
九
九
年
に
出
版
さ
れ
て
全
米
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
パ
ー
テ
ィ
な
ど
で
「
ヴ
ェ
ブ
レ
ン



風
」
に
語
る
こ
と
が
流
行
っ
た
と
い
う
か
ら
（
宇
沢
、
二
〇
〇
〇
、
五
八
頁
）
、
こ
の
場
面
も
、
そ
う
い
う
状
況
を
踏
ま
え
て
描
か
れ
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

　
エ
イ
ム
ズ
の
「
ヴ
ェ
ブ
レ
ソ
風
」
言
説
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
実
質
的
、
現
実
的
な
問
題
も
扱
わ
れ
て
い
る
。
ド
ラ
イ
サ
ー
は
、
｝
方
で

消
費
文
化
の
魅
惑
と
活
力
を
生
き
生
き
と
描
き
出
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
消
費
文
化
の
い
わ
ば
影
の
部
分
に
も
し
っ
か
り
と
目
を
向
け
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
シ
カ
ゴ
へ
出
て
き
て
仕
事
を
探
し
て
歩
き
ま
わ
る
キ
ャ
リ
ー
の
姿
、
や
っ
と
み
つ
け
た
靴
工
場
で
の
つ
ら
い
労
働
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
し
だ
い
に
落
ち
ぶ
れ
て
い
く
ハ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
を
め
ぐ
る
描
写
、
前
記
の
電
車
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
関
す
る
部
分
な
ど
が
そ
う
で

あ
る
。
ス
ト
ラ
イ
キ
が
は
じ
ま
る
と
、
運
転
者
を
求
め
る
会
社
側
の
新
聞
広
告
に
ハ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
も
応
募
し
、
一
日
だ
け
の
練
習
で
、
二

入
の
警
宮
に
ガ
ー
ド
さ
れ
て
電
車
を
運
転
す
る
が
、
途
中
、
ス
ト
破
り
に
怒
っ
た
労
働
者
た
ち
に
囲
ま
れ
、
ほ
う
ほ
う
の
体
で
逃
げ
帰
る
。

こ
こ
に
は
消
費
文
化
の
華
や
か
さ
な
ど
み
じ
ん
も
な
く
、
登
場
す
る
の
は
消
費
文
化
の
「
外
側
」
の
存
在
、
「
消
費
を
め
ぐ
る
ゲ
ー
ム
の
な

か
に
参
入
し
え
な
い
」
人
び
と
ぽ
か
り
で
あ
る
（
小
林
、
一
九
九
九
、
一
五
四
－
五
六
頁
）
。

　
さ
ら
に
、
慈
善
事
業
に
頼
っ
て
よ
う
や
く
食
い
つ
な
い
で
い
る
都
市
の
貧
窮
者
た
ち
の
姿
も
描
か
れ
て
い
る
。
ハ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
も
最
後

に
は
、
「
慈
悲
の
聖
母
修
道
女
会
」
の
救
貧
院
が
支
給
す
る
昼
食
の
列
に
並
ぶ
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
援
助
を
求
め
る
者
に
は
誰
に
で

も
、
毎
日
正
午
に
無
料
の
食
事
が
提
供
さ
れ
る
。

　
こ
う
い
う
こ
と
を
特
別
に
調
べ
に
出
か
け
て
き
た
の
で
な
け
れ
ぽ
、
何
日
間
も
通
い
詰
め
、
昼
食
時
に
六
番
街
と
十
五
丁
目
と
の
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ぎ

差
点
の
角
に
立
っ
て
み
て
も
、
気
づ
か
ぬ
ま
ま
に
過
ご
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
が
、
実
際
は
、
こ
の
賑
わ
い
を
見
せ
る
大
道
に
あ
ふ
れ
返

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
ご
り

る
膨
大
な
群
集
の
な
か
か
ら
、
人
間
の
名
残
を
と
ど
め
た
者
が
、
時
も
お
か
ず
に
つ
ぎ
つ
ぎ
と
あ
ら
わ
れ
る
。
雨
風
に
さ
ら
さ
れ
、
重

い
足
を
引
き
ず
り
、
や
つ
れ
た
顔
つ
き
の
、
服
装
と
い
っ
て
も
見
る
影
も
な
い
姿
。
…
…
こ
の
救
貧
院
は
広
さ
が
限
ら
れ
、
調
理
室
も

な
い
。
そ
の
た
め
や
む
を
え
ず
、
一
度
に
二
十
五
人
か
ら
三
十
人
ま
で
ぐ
ら
い
し
か
入
れ
ず
、
ど
う
し
て
も
戸
外
に
、
屋
内
に
入
る
順

『
シ
ス
タ
ー
・
キ
ャ
リ
∴
と
初
期
シ
カ
ゴ
学
派

一
五
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六

番
待
ち
の
列
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
毎
日
哀
れ
な
光
景
が
現
出
し
た
が
、
何
年
も
の
あ
い
だ
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
た
め

に
あ
り
ふ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
、
い
ま
で
は
そ
れ
を
目
に
し
て
も
、
だ
れ
も
何
と
も
感
じ
な
く
な
っ
て
い
る
。
並
ん
で
順
番
を

待
つ
男
た
ち
は
、
厳
寒
の
な
か
、
集
魚
の
よ
う
に
辛
抱
強
か
っ
た
1
入
れ
て
も
ら
え
る
ま
で
何
時
間
も
待
っ
て
い
る
（
ド
ラ
イ
サ
ー
、

一
九
九
七
［
下
］
、
四
二
八
頁
）
。

　
こ
う
し
た
影
の
部
分
の
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
描
写
に
よ
っ
て
、
ま
た
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
「
不
道
徳
性
」
に
よ
っ
て
、
『
シ
ス
タ
ー
・

キ
ャ
リ
ー
』
は
当
時
の
い
わ
ゆ
る
「
お
上
品
な
伝
統
」
（
ひ
q
①
簿
①
①
一
票
巴
三
〇
口
）
に
反
す
る
作
品
と
み
な
さ
れ
、
の
ち
に
は
そ
の
点
が
高
く
評

価
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
も
の
の
、
は
じ
め
の
う
ち
は
な
か
な
か
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
サ
ン
タ
ヤ
ナ
が
そ
う
名
づ

け
た
こ
の
伝
統
は
（
ω
器
欝
無
言
藁
㊤
①
刈
冨
目
］
）
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ニ
ズ
ム
」
に
ア
メ
リ
カ
流
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
楽

天
主
義
が
加
味
さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
中
産
市
民
階
級
に
お
い
て
、
し
た
が
っ
て
ま
た
当
時
の
出
版
界
や
文
芸
界
に
お
い
て

も
、
根
強
い
力
を
も
つ
価
値
観
で
あ
っ
た
。
こ
の
伝
統
に
沿
っ
た
小
説
で
は
、
田
舎
か
ら
都
会
に
出
て
き
た
若
い
娘
は
、
い
ろ
い
ろ
苦
労
は

し
て
も
、
結
局
は
愛
し
て
く
れ
る
人
を
み
つ
け
、
彼
と
結
婚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
幸
福
に
な
る
。
若
い
娘
の
純
潔
や
結
婚
の
価
値
を
強
調
す

る
「
お
上
品
な
伝
統
」
か
ら
み
れ
ぽ
、
キ
ャ
リ
ー
が
二
度
も
男
と
同
棲
し
、
し
か
も
そ
の
道
徳
的
な
報
い
を
受
け
る
こ
と
も
な
く
成
功
し
て

い
く
と
い
う
物
語
は
、
ま
っ
た
く
受
け
入
れ
が
た
い
「
不
道
徳
」
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
現
実
は
も
は
や
ド
ラ
イ

サ
ー
が
描
い
た
方
向
へ
と
動
き
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
『
シ
ス
タ
ー
・
キ
ャ
リ
…
睡
は
当
時
の
中
産
階
級
的
価
値
観
へ
の
「
カ
ウ
ン

タ
ー
・
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
扁
で
あ
り
、
ま
た
「
中
産
階
級
的
期
待
に
違
反
す
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
そ
の
種
の
期
待
が
無
視
さ
れ
て
し
ま
う
よ

う
な
生
活
様
式
」
（
9
一
8
戸
車
お
O
。
。
　
×
一
）
の
登
場
を
予
告
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
小
説
は
ま
た
、
キ
ャ
リ
ー
の
生
き
方
を
通
し
て
だ

け
で
な
く
、
ハ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
の
零
落
や
、
浮
浪
者
を
含
む
都
市
の
底
辺
層
の
入
び
と
の
姿
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
彼
ら
の
視
点

か
ら
も
中
流
層
の
「
お
上
品
な
伝
統
扁
を
相
対
化
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
も
ま
た
、
噸
シ
ス
タ
ー
・
キ
ャ
リ
ー
』
（
ひ
い
て
は
ア
メ
リ
カ



自
然
主
義
文
学
）
と
初
期
シ
カ
ゴ
学
派
と
の
深
い
つ
な
が
り
、
一
種
の
照
応
関
係
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
九
二
〇
年
代
の
シ
カ
ゴ
学
派
都
市
社
会
学
に
つ
い
て
ピ
ー
タ
ー
・
バ
ー
ガ
ー
は
、
中
産
階
級
的
な
お
上
品
さ
、
ま
と
も
さ
、
体
裁
の
よ

さ
…
1
つ
ま
り
は
、
リ
ス
ペ
ク
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を
離
れ
て
社
会
を
み
る
視
点
を
確
立
し
た
こ
と
が
そ
の
最
大
の
特
色
の
一
つ
だ
と
述
べ
て

い
る
（
じ
d
①
葭
①
ご
H
り
①
ω
”
魔
ム
刈
）
。
パ
ー
ク
に
率
い
ら
れ
た
シ
カ
ゴ
大
学
の
研
究
者
た
ち
は
、
ノ
ー
ス
・
シ
ョ
ア
に
住
む
お
上
品
な
人
び
と

な
ら
「
い
か
が
わ
し
い
」
と
思
う
よ
う
な
も
の
、
つ
ま
り
ス
ラ
ム
や
ゲ
ッ
ト
ー
、
安
ホ
テ
ル
や
タ
ク
シ
ー
・
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
非
行
や
犯
罪
、

浮
浪
者
や
売
春
婦
な
ど
を
・
王
た
る
研
究
対
象
と
し
、
そ
の
こ
と
を
通
し
て
、
い
わ
ぽ
い
か
が
わ
し
さ
の
側
か
ら
社
会
を
み
る
視
点
（
子
嚢
甲

ω
℃
8
8
ぴ
｝
Φ
0
9
呂
8
鉱
毒
り
§
希
呂
8
鐙
ぼ
Φ
く
帯
≦
9
ω
8
一
①
畠
）
を
獲
得
し
た
。
そ
の
結
果
、
シ
カ
ゴ
学
派
は
み
ず
か
ら
が
所
属
す
る
中
産
市

民
階
級
の
価
値
観
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
多
少
と
も
相
対
化
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
修
辞
的
イ
メ
ー
ジ
と
実
生
活
と
の
混
同
に
警
戒
的
な
姿

勢
や
「
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
で
は
え
ら
れ
な
い
洞
察
」
（
8
昌
肉
。
雷
ユ
き
ヨ
ω
蒔
算
ω
）
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
バ
ー
ガ

ー
に
よ
れ
ぽ
、
こ
の
脱
ロ
ー
タ
リ
ー
的
洞
察
の
達
人
が
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
で
あ
り
、
有
閑
階
級
批
判
に
せ
よ
高
等
教
育
批
判
に
せ
よ
、
彼
の
文
明

批
評
の
根
底
に
は
こ
の
洞
察
が
あ
る
。
パ
ー
ク
が
着
任
し
た
と
き
に
は
、
ヴ
ェ
ブ
レ
ソ
は
す
で
に
シ
カ
ゴ
大
学
を
去
っ
て
い
た
が
（
一
九
〇

六
年
）
、
パ
ー
ク
を
シ
カ
ゴ
大
学
に
招
い
た
W
・
1
・
ト
マ
ス
は
シ
カ
ゴ
大
学
時
代
の
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
の
親
し
い
友
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。
ト

マ
ス
は
ま
た
、
そ
の
研
究
の
テ
ー
マ
や
ス
タ
イ
ル
に
お
い
て
、
シ
カ
ゴ
学
派
の
黄
金
時
代
を
準
備
し
た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る

（
閃
嚢
。
H
貫
H
O
お
”
お
山
⑩
　
ゆ
螺
一
室
①
び
一
〇
。
。
冊
ホ
よ
ω
）
。
こ
の
ト
マ
ス
も
、
政
治
的
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
ま
き
こ
ま
れ
て
一
九
一
八
年
に
は
シ
カ
ゴ

大
学
を
去
る
が
、
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
風
の
ア
ン
リ
ス
ペ
ク
タ
ブ
ル
な
視
線
と
批
判
精
神
は
二
〇
年
代
の
シ
カ
ゴ
学
派
都
市
社
会
学
に
受
け
継
が
れ
、

ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
よ
き
伝
統
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
が
バ
ー
ガ
ー
の
見
方
で
あ
る
。

　
し
か
し
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
だ
け
の
、
あ
る
い
は
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
、
ト
マ
ス
、
パ
ー
ク
た
ち
だ
け
の
功
績
で
は
な
い
。
す
で
に

み
た
よ
う
に
、
も
う
少
し
広
い
文
化
的
背
景
と
し
て
、
リ
ス
ペ
ク
タ
プ
ル
な
視
線
の
届
か
な
い
現
象
を
顕
在
化
さ
せ
て
い
く
ロ
ー
ル
・
リ
ポ

ー
タ
ー
や
マ
ッ
ク
レ
イ
カ
ー
た
ち
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
活
動
が
あ
り
、
ま
た
ド
ラ
イ
サ
ー
を
は
じ
め
ア
プ
ト
ン
・
シ
ン
ク
レ
ア
、
カ
ー
ル
・

『
シ
ス
タ
ー
・
キ
ャ
リ
ー
』
と
初
期
シ
カ
ゴ
学
派

一
七
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サ
ン
ド
。
ハ
ー
グ
、
シ
ャ
ー
ウ
ッ
ド
・
ア
ン
ダ
ソ
ン
、
シ
ン
ク
レ
ア
・
ル
イ
ス
、
ジ
ョ
ン
・
ド
ス
・
パ
ソ
ス
ら
を
含
む
「
お
上
品
な
伝
統
以

後
」
の
文
学
の
流
れ
（
O
O
≦
一
①
困
》
　
一
〇
①
心
）
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
初
期
シ
カ
ゴ
学
派
は
、
そ
う
し
た
文
化
的
潮
流
を
受

け
継
ぐ
と
と
も
に
、
い
わ
ぽ
お
上
品
な
伝
統
以
後
の
社
会
学
と
し
て
、
み
ず
か
ら
こ
の
潮
流
の
一
翼
を
担
っ
て
い
く
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ

る
。

お
わ
り
に
ー
ー
科
学
と
文
学
の
間

　
パ
ー
ク
も
、
ま
た
パ
ー
ク
と
と
も
に
シ
カ
ゴ
学
派
都
市
社
会
学
の
全
盛
期
を
担
っ
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
W
・
バ
ー
ジ
ェ
ス
も
、
社
会
学
が

「
科
学
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
そ
れ
は
、
彼
ら
二
世
の
共
著
と
し
て
一
九
二
一
年
に
出
版
さ
れ
た
有
名
な
教
科
書
が
『
社
会
学
と
い

う
科
学
へ
の
入
門
』
（
奪
ぎ
§
ミ
§
8
ミ
帖
9
帖
§
融
ミ
の
8
ミ
§
）
と
題
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
「
科
学
」
性
の
強
調
は
、
一
つ
に
は
も
ち
ろ
ん
、
新
興
の
学
問
で
あ
る
社
会
学
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
主
張
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い

た
が
、
も
う
一
つ
に
は
、
初
期
の
ア
メ
リ
カ
社
会
学
に
強
か
っ
た
入
道
主
義
的
・
キ
リ
ス
ト
教
的
な
社
会
改
良
主
義
と
の
結
び
つ
き
を
断
ち

切
る
と
い
う
意
味
も
あ
っ
た
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
O
o
ω
①
び
お
刈
。
。
が
詳
し
い
。
な
お
、
こ
の
種
の
改
良
主
義
は
「
お
上
品
な
伝
統
」
と
親
和

性
が
強
い
）
。
～
八
九
二
年
に
開
設
さ
れ
た
シ
カ
ゴ
大
学
の
社
会
学
部
も
、
は
じ
め
の
う
ち
は
改
良
主
義
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
ジ
ェ
イ

ン
・
ア
ダ
ム
ズ
の
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
運
動
（
ハ
ル
ハ
ウ
ス
）
と
の
連
携
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
が
、
第
一
次
大
戦
を
控
え
た
世
論
の
動
向

な
ど
も
あ
っ
て
し
だ
い
に
脱
実
践
化
し
、
コ
九
一
二
年
に
は
、
…
…
学
生
便
覧
の
社
会
学
部
の
位
置
づ
け
に
お
い
て
、
ハ
ル
ハ
ウ
ス
と
シ

カ
ゴ
大
学
社
会
学
部
の
結
び
つ
き
を
う
た
っ
た
部
分
が
全
面
的
に
削
除
さ
れ
た
扁
（
高
山
、
一
九
九
八
、
一
四
八
頁
）
。
パ
ー
ク
は
そ
う
い
う

時
期
に
赴
任
し
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
彼
自
身
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
長
年
の
経
験
か
ら
、
ま
た
コ
ン
ゴ
周
題
や
黒
人
教
育
運
動
に

か
か
わ
っ
た
経
験
か
ら
、
も
と
も
と
人
道
主
義
的
・
道
徳
主
義
的
な
改
良
運
動
に
は
懐
疑
的
で
あ
り
、
ま
ず
冷
静
に
「
客
観
的
事
実
」
を
確

か
め
る
と
こ
ろ
が
ら
出
発
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。



　
シ
カ
ゴ
大
学
社
会
学
部
で
長
ら
く
パ
ー
ク
の
同
僚
で
あ
っ
た
エ
ル
ス
ワ
ー
ス
・
フ
ェ
ア
リ
ス
は
、
パ
ー
ク
の
死
に
際
し
て
『
ア
メ
リ
カ
社

会
学
評
論
』
に
寄
せ
た
追
悼
文
の
な
か
で
、
パ
ー
ク
は
一
貫
し
て
社
会
学
は
「
客
観
的
科
学
」
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
立
ち
、
し
た
が
っ
て

「
社
会
学
を
何
ら
か
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
道
具
に
し
ょ
う
と
す
る
試
み
」
に
は
常
に
反
対
し
た
、
と
書
い
て
い
る
。
一
般
に
は
「
改
革
」
と

み
な
さ
れ
て
い
る
事
柄
に
も
し
ぼ
し
ぼ
断
固
と
し
て
反
対
し
た
の
で
、
「
彼
の
立
場
を
誤
解
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
関
係
の
同
僚
た
ち
」

か
ら
非
難
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
彼
の
真
意
は
「
社
会
学
者
は
単
な
る
ア
ジ
テ
ー
タ
ー
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ

り
、
そ
う
し
た
過
剥
な
政
治
性
に
よ
っ
て
社
会
学
の
「
客
観
的
科
学
」
と
し
て
の
「
権
威
と
影
響
力
」
の
確
立
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
を
彼
は

恐
れ
た
の
で
あ
る
（
閃
効
誌
ω
口
O
澄
”
器
“
。
山
さ
⊃
㎝
）
。

　
E
・
W
・
バ
ー
ジ
ェ
ス
に
よ
る
追
悼
文
も
、
パ
ー
ク
が
社
会
学
の
「
科
学
」
性
を
主
張
し
た
こ
と
に
ふ
れ
、
パ
ー
ク
は
社
会
学
を
一
種
の

「
自
然
科
学
」
と
考
え
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
同
時
に
自
然
科
学
と
は
異
な
る
方
法
、
「
人
間
の
研
究
に
適
し
た
方
法
を
案
出
し
て
い

く
こ
と
の
必
要
性
」
を
も
彼
は
強
調
し
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
】
W
霞
⑰
q
Φ
ω
ω
し
⑩
禽
“
ミ
。
。
）
。
パ
ー
ク
が
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
な
ど
を
含
む
広

い
意
味
で
の
文
学
の
意
義
を
学
生
た
ち
に
説
い
た
の
は
、
一
つ
に
は
こ
の
こ
と
と
関
係
が
あ
ろ
う
。
パ
ー
ク
に
と
っ
て
社
会
学
は
何
よ
り
も

ま
ず
「
人
間
性
（
十
二
5
P
鋤
口
　
⇒
餌
け
蝶
『
Φ
）
に
つ
い
て
の
科
学
」
で
あ
り
、
そ
の
「
人
間
性
」
の
理
解
に
欠
か
せ
な
い
も
の
が
文
学
で
あ
っ
た
。

逆
に
、
数
量
的
・
統
計
的
方
法
に
は
彼
は
な
じ
め
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
パ
ー
ク
に
と
っ
て
そ
れ
は
「
人
間
の
研
究
に
適
し
た
方
法
」
で

は
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
一
九
二
〇
年
代
に
な
る
と
、
社
会
学
に
お
け
る
「
計
量
化
」
の
進
展
が
み
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
科
学
」
と
し
て
の
社
会
学
を

基
礎
づ
け
よ
う
と
す
る
考
え
方
も
強
く
な
る
。
シ
カ
ゴ
大
学
に
お
い
て
も
、
と
く
に
一
九
二
七
年
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
F
・
オ
グ
バ
ー
ソ
が
着

任
し
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
ト
ゥ
フ
ァ
ー
ら
の
よ
う
な
優
秀
な
院
生
が
育
っ
て
く
る
と
、
そ
う
し
た
傾
向
が
優
勢
に
な
り
、
こ
れ
に
与
し
な
い

パ
ー
ク
は
し
だ
い
に
少
数
派
と
な
っ
て
い
く
。
一
方
、
早
く
か
ら
統
計
的
手
法
に
関
心
を
示
し
て
い
た
バ
ー
ジ
ェ
ス
は
、
計
量
化
の
意
義
を

認
め
、
み
ず
か
ら
こ
の
種
の
手
法
を
学
ぶ
べ
く
、
一
九
二
八
年
に
は
オ
グ
バ
ー
ソ
の
統
計
学
の
コ
ー
ス
に
出
席
し
た
（
初
期
シ
カ
ゴ
学
派
に

『
シ
ス
タ
ー
・
キ
ャ
リ
ー
』
と
初
期
シ
カ
ゴ
学
派

…
九
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お
け
る
計
量
的
方
法
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
司
四
誌
ρ
H
O
謬
“
嵩
ω
山
一
Φ
…
b
d
万
一
ヨ
Φ
び
H
り
。
。
臼
H
弩
山
。
。
㊤
　
金
子
、
二
〇
〇
一
、
｛
九
九
一
二
〇
八
頁
、

な
ど
）
。

　
バ
ー
ジ
ェ
ス
は
パ
ー
ク
に
協
力
し
て
と
も
に
初
期
シ
カ
ゴ
学
派
の
金
盛
期
を
支
え
た
が
、
世
代
の
違
い
も
あ
り
、
そ
の
学
問
観
な
ど
に
お

い
て
も
、
い
く
ぶ
ん
異
な
る
面
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
モ
リ
ス
・
ジ
ャ
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、
社
会
学
の
役
割
や
社
会
的
貢
献
に
つ

い
て
の
「
工
学
モ
デ
ル
（
①
コ
α
q
冒
Φ
Φ
脱
ぎ
α
q
ヨ
○
号
｝
）
」
と
「
啓
発
モ
デ
ル
（
Φ
藍
α
q
簿
窪
ヨ
①
簿
ヨ
a
Φ
｝
）
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
二
人
の
考
え
方

の
違
い
に
ふ
れ
て
い
る
（
薄
き
≦
一
貫
お
謁
　
δ
㎝
山
ω
α
）
。
「
工
学
モ
デ
ル
」
は
、
基
礎
（
あ
る
い
は
純
粋
）
社
会
学
に
対
す
る
応
用
社
会
学

（
巷
9
①
鳥
ω
o
o
凶
。
δ
ひ
q
《
）
の
確
…
立
と
拡
張
に
よ
っ
て
、
具
体
的
な
政
策
課
題
に
「
明
確
な
解
答
」
な
い
し
「
処
方
箋
」
を
提
供
し
う
る
社
会

調
査
の
専
門
職
を
養
成
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
を
基
本
と
す
る
。
一
方
「
啓
発
モ
デ
ル
」
は
、
基
礎
と
応
用
と
い
う
区
別
の
相
対
性
を
説
き
、

具
体
的
な
政
策
課
題
に
関
し
て
も
、
客
観
的
に
「
正
し
い
」
解
答
や
処
方
を
与
え
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
不
可
能
で
あ
り
、
む
し
ろ
あ
ま
り
気

づ
か
れ
て
い
な
い
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
た
り
、
い
く
つ
か
の
可
能
な
選
択
肢
を
示
し
た
り
す
る
こ
と
が
社
会
調
査
（
ひ
い
て
は
照
会

学
）
の
役
割
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
ジ
ャ
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
よ
る
と
、
パ
ー
ク
が
「
啓
発
モ
デ
ル
」
に
立
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
バ
ー
ジ

ェ
ス
は
明
ら
か
に
「
工
学
モ
デ
ル
」
に
傾
い
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
「
工
学
モ
デ
ル
」
が
必
然
的
に
計
量
的
方
法
に
結
び
つ
く
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
計
量
的
方
法
に
立
脚
し
な
が
ら
「
工
学
モ
デ
ル
」
に
コ
ミ
ッ
ト
し
な
い
人
び
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
概
し
て
い
え
ぽ
、
計
量
的

方
法
の
急
速
な
発
展
が
多
か
れ
少
な
か
れ
「
工
学
モ
デ
ル
扁
に
力
を
与
え
、
さ
ら
に
は
社
会
学
を
一
種
の
「
政
策
科
学
」
と
し
て
位
置
づ
け

よ
う
と
す
る
（
あ
る
い
は
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
）
傾
向
を
後
押
し
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

　
パ
ー
ク
は
、
し
か
し
、
一
貫
し
て
「
啓
発
モ
デ
ル
」
の
立
場
を
維
持
し
、
ま
た
「
計
量
化
」
の
進
展
に
対
し
て
も
、
そ
の
限
界
を
指
摘
す

る
ス
タ
ン
ス
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
パ
ー
ク
の
考
え
で
は
、
人
間
性
や
人
間
の
行
為
は
し
ぼ
し
ぼ
あ
ま
り
に
複
雑
な
の
で
、
計
量
的
方
法
に
よ

っ
て
は
と
ら
え
き
れ
な
い
面
が
あ
り
、
む
し
ろ
広
い
意
味
で
の
文
学
か
ら
社
会
学
者
は
有
益
な
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　
も
ち
ろ
ん
、
パ
ー
ク
は
単
に
計
量
化
の
流
れ
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
だ
が
、
理
由
は
ど
う
あ
れ
、



パ
ー
ク
の
姿
勢
や
発
言
が
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
・
ラ
イ
マ
ン
の
い
う
「
ア
メ
リ
カ
的
な
計
量
実
証
主
義
」
に
対
す
る
一
さ
ら
に
は
「
工
学

モ
デ
ル
」
や
社
会
学
の
「
政
策
科
学
」
化
に
対
す
る
一
「
健
全
な
懐
疑
」
（
身
酷
き
し
O
ゆ
。
。
』
・
。
）
と
し
て
、
ま
た
い
わ
ぽ
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
風

の
批
判
社
会
学
的
要
素
を
含
む
「
啓
発
モ
デ
ル
」
の
擁
護
と
し
て
、
一
定
の
意
味
を
も
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

　
社
会
学
の
「
科
学
」
性
を
主
張
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
「
文
学
」
か
ら
の
示
唆
を
大
切
に
す
る
と
い
う
パ
ー
ク
の
姿
勢
は
、
ヴ
ォ
ル
フ
・

レ
ペ
ニ
ー
ス
の
「
三
つ
の
文
化
」
と
い
う
議
論
に
関
連
づ
け
て
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
レ
ペ
ニ
ー
ス
に
よ
れ
ば
（
い
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需
鼠
Φ
ρ

一
Φ
。
。
。
。
）
、
社
会
学
は
も
と
も
と
「
文
学
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と
「
科
学
」
と
の
中
間
の
営
み
と
し
て
発
生
し
発
展
し
て
き
た
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そ
の
意
味
で
社
会
学
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C
・
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・
ス
ノ
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の
「
二
つ
の
文
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」
論
か
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と
、
「
第
三
の
文
化
」
に
属
す
る
の
で
あ
る
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そ
の
た
め
社
会
学
は
、
た
と
え
ば
十
九
世
紀

中
葉
以
降
の
産
業
社
会
の
把
握
に
お
い
て
文
学
と
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
立
つ
こ
と
に
な
る
と
自
然
科
学
モ
デ
ル
へ
の
接
近
を
図
っ
た
り
、
逆
に

「
科
学
主
義
」
の
限
界
を
意
識
し
て
文
学
に
助
け
を
求
め
た
り
と
、
「
科
学
」
と
「
文
学
」
と
の
間
を
絶
え
ず
揺
れ
動
い
て
き
た
。
そ
う
し

た
「
揺
れ
」
の
諸
相
と
そ
れ
が
も
た
ら
し
た
種
々
の
影
響
や
帰
結
を
、
レ
ペ
ニ
ー
ス
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
の
社
会
学
に
つ

い
て
歴
史
的
に
検
討
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
社
会
学
に
つ
い
て
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
も
、
レ
ペ
ニ
ー
ス
流
の
観
点
か
ら
初
期
シ
カ

ゴ
学
派
社
会
学
に
照
明
を
当
て
て
み
る
こ
と
は
、
今
後
の
興
味
深
い
検
討
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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THE　OUTLINES　OF　THE　MAIN

ARTICLES　IN　THIS　ISSUE

　　　　　　　　　　　　　Sister　Carrie　and

the　Early　Chicago　School　of　Sociology

　　　　　Shun　INouE

　　Professor　of　Sociology

Graduate　School　of　Letters

　　　　Kyoto　University

　　Robert　Park，　the　leading　’figure　in　the　Chicago　school　of　urban　sociology　during

its　heyday　in　the　1920s　and　early　1930s，　is　said　to　have　openly　encouraged　his

students　to　read　not　only　the　literature　of　sociology，　but　also　the　works　of　such

authors　as　Theodore　Dreiser　and　Sinclair　Lewis．　Taking　Park’s　advice　as　a　cue，

this　paper　investigates　the　relationship　between　the　Chicago　school　of　urban

sociology　and　the　naturalist　movement　in　American　literature，　focussing　in　panicu－

lar　on　Dreiser’s　Sister　Carn’e．　Rolf　Lindner　has　already　shown　how，　in　its　choice　of

research　subjects　and　techniques，　the　Chicago　school　of　urban　sociology　was

greatly　influenced　by　American　journalism　at　the　turn　of　the　century．　However，

Lindner　hardly　mentions　literature．

　　Dreiser’s　first　novel，　Sister　Carn’e　（1900），　is　set　in　Chicago　and　New　York　at　the

end　of　the　nineteenth　century．　lt　tells　the　story　of　a　young　girl　from　a　rural　Midwest

town　who　finds　success　as　an　actress　in　the　big　city，　while　her　middle－aged　lover

cornes　to　ruin．　The　city　is　vividly　portrayed　as　a　place　where　a　person’s　social

standing　rises　and　falls，　where　both　the　bright　and　dark　sides　of　the　emerging

consumer　culture　intermingle．　This　take　on　the　city　is　shared　by　the　representative

urban　monographs　of　the　Chicago　school，　such　as　Tlae　Hobo，　The　Ghetto，　The　Gold

Coast　and　the　Slum，　and　The　Taxi－Dance　Hall．　Sister　Carn’e　is　also　said　to　be　a

counter－narrative　to　the　midd王e　class　values　of　the　times（what　Santayana　called

the　“genteel　tradition”）　which　placed　great　importance　on　respectability．　Xere

again　we　can　see　correspondences　with　the　Chicago　school，　which，　by　investigating
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the　undersides　of　the　metropolis，　cultivated　an　“unrespectable　view　of　society”　（P．

L．　Berger）．　ln　this　way　the　Chicago　school　of　sociology　was　connected　to　litera－

ture，　in　the　broad　sense　encompassing　journalism，　especially　the　literature　“after

the　genteel　tradition”　of　Dreiser，　Lewis　and　others．　They　were　part　of　the　same

cultural　current．

　　Park　emphasized　that　soCiology　was　a　science，　but　at　the　same　time　he　advocat－

ed　that，　in　regards　to　the　understanding　of　human　nature，　sociologists　should　learn

from　literature．　To　conclude　this　paper，　1　propose　that　the　Chicago　school　be

reevaluated　from　the　perspective　of　Wolf　Lepenies，　who　situates　sociology

between　science　and　literature．

Intentionality　in　a　Historical　Perspective　（Part　1）

　　　　　　　Masashi　NAKAHATA

Associate　Professor　of　Ancient　Philosophy

　　　　　　Graduate　School　of　Letters

　　　　　　　　　　Kyoto　University

　　Part　1　of　this　article　provides　a　brief　review　of　the　current　debate　over

intentjonality，　with　an　eye　to　show　how　the　issues　of　intentionaljty　are　rooted　in

Franz　Brentano’s　philosophical　psychology　and　his　philosophical　background．

　　In　much　of　the　recent　literature　on　mind，　the　problem　of　intentionality　is

presented　as　a　problem　which　must　be　faced　by　any　philosopher　who　wants　to　hold

that　mental　states　are　part　of　the　natural　world；　Naturalist　philosophers　are

required　to　explain　intentionality　in　naturalistic　terms．

　　It　was　the　seminal　work　by　R．　Chisholm　and　W．V．Quine　that　led　analytic

philosophers　to　thinl〈　of　the　problem　of　intentionality　in　this　way．　Chisholrn

introduced　the　concept　of　intentionality　into　the　mainstream　of　Anglo－American

philosophy．　By　recasting　Brentano’s　idea　of　intentional　inexistence，　he　gave　it　a

form　that　is　in　tune　with　philpsophical　temper　of　analytic　philosophy　；　then　argued

against　behaviorism　by　showing　that　it　is　not　possible　to　give　a　behavioristic

account　of　intentional　states．　This　suggests　that　intentionality　is　an　irreducible　sui

genen’s　phenomenon．　However，　the　irreducibility　of　the　intentional　can　be　taken　to

show，　as　Quine　argued，　the　baselessness　of　intentiona｝　idioms．　ln　response　to　this

dilemma，　a　huge　variety　of　approaches　have　been　tal〈en　to　explain　intentionality，
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